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①-1:インキュベー
トA室:61,320千円
①-2:インキュベー
トB室:58,950千円
②240件

実　績

成果目標
（指標）

及び進捗状況

【参考指標】
①インキュベート室：入居者の事業計画に
基づく加工品の売上額
②加工研究室：年間利用件数

目　標

進
捗
状
況
説
明

　建築工事、電気設備工事、機械設備工事、外構整備工事（その１）、外構整備工事（その２）に着手し、平成２５年度中に完成した。加工
支援施設については、平成２６年６月から供用開始する。今後、本施設では、稼動後３年後（平成２８年度）の中長期目標を、インキュベー
ト室においては、入居者より提出される事業計画書の収支計画（加工品全般の販売計画等を含む）に基づき、売上額が収支計画の目標
値を達成するよう設定し、加工研究室においては、施設利用件数を年間２４０件として設定し、農業の６次産業化の推進に資する加工支援
を行う。

目標値
（28年度）

農産物６次産業化支援拠点施設の建設着
手

目　標 －
建築工

事、土木
工事

実　績
各種工事の着

手、完了

H24成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

予算の状況の説明

　本施設のインキュベート室には、市内で６次産業化に取組んでいる農業生産法人等が入居予定である。当該法人等が入居にあたっ
て施設に求める機能が多々あり、その中には特殊な機器等も含まれていた。しかし、インキュベート施設という性質上、後年の利用も
踏まえた汎用性を確保する必要があるため、入居予定企業が求める機能と汎用性を確保する必要があり、機器等の選定に時間を要
した。結果として機器設置に伴う部屋割、水道配管、電源位置決定等の建築設計に係る部分に遅れが生じた。設計段階において、細
部の調整等に予定以上に時間を要したため繰越となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

拠点施設敷地造成設計、拠点施設設計、
土質調査等の実施

目　標
施設設計、敷地
造成設計、土質
調査、磁気探査

実　績
各種設計業務、調査
業務の実施、完了

達
成
状
況
説
明

　施設設計委託業務、敷地造成設計委託業務、土質調査委託業務、磁気探査業務、資材単価調査業務を実施し、完了するこ
とが出来た。

執行率（％）(B/A) 0.6% 97.2%

次年度繰越額 688,173

うち交付金充当額 3,104 535,255

B．執行済額 3,881 669,068

－

A．計(b+d) 692,054 688,173

(d)前年度繰越額 － 688,173

(a)当初予算額 658,738 －

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a) 33,316 －

(b)予算現額 692,054

　産業部　農政畜産課
事業実施

（予定）年度
平成24～26年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（６）

事業内容
　名護市の農家所得の減少、就農者数の減少、農産物全体の粗生産額の著しい低下等の課題解決を目的に、６次産業化と観光とを融合したア
グリパークを整備する。

市町村名 名護市

平成２４年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4－① 　農産物６次産業化支援拠点施設整備事業（アグリパーク） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－キ

フロンティア型農林水産業の振興

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 〇加工支援施設は、衛生度の高い施設とするため複雑な設計内容
となっており、その内容を建築工事に反映させるため、工事監理委
託業務は、設計業務を担当した業者と随意契約を締結した。
〇工事監理委託業務を除き、業者選定は指名競争入札で選定して
おり、妥当であったと考えている。
〇費目・使途に関して、いずれも事業目的達成のために必須であり、
予算規模も額の確定時において確認し、適正であったと考えている。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

672,949 672,949 538,359 134,590

今後の取り組み方針

　今後の事業執行において、設計業務を円滑に進めるため、その進捗に大きく関与する機器（備品等）選定において、入居予定企業の希望と汎用性を確保するた
めには、機器の性能や能力等の情報に長けた専門家（加工機械であれば６次産業化プランナー等）を活用することで、機器決定までの時間短縮を図り、速やかな
事業執行を行う。
　なお、周知活動については、指定管理者においてパンフレット作成およびホームページ作成を行っており、パンフレットについては市内公共機関はもとより、市内
の観光関連施設等に積極的に配布を行っている。今後は市外の関連施設にも配布を行い、成果目標達成のため、周知徹底につとめる。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　本事業では、設計業務に関連する機器（備品等）の選定において、入居企
業想定業務内容と汎用性の両方を確保するため、情報収集等の業務に予
定以上の時間を要した。
　また、供用開始されたインキュベート室および加工研究室については、事
業効果を高めるため、積極的に活用してもらう必要がある。

　備品選定においては、事業内容に精通した専門家を実施設計当初から確保
することで、事業執行の効率を上げることができる。方法としては、委託設計業
務の中に内容を含めて発注する、又は公共機関の支援団体等より協力をいた
だくなどの工夫が必要である。
　また、インキュベート室および加工研究室を積極的に活用するには、市として
の広報活動もさることながら、指定管理者および入居者の周知活動も重要で
あり、連携を図る必要がある。

名護市

672,949千円

委託費

58,976 千円

役務費

740 千円

株式会社ウイング総合設計 名護支店

3,371 千円

開発行為許可申請手数料
建築確認申請手数料

建築中間検査手数料
建築変更申請手数料

建築完了検査手数料
開発行為許可申請変更手数

名護市農産物６次産業化支援拠点施設土質調査委託業

株式会社KS設計室

12,519 千円
名護市農産物６次産業化支援拠点施設設計委託業務

有現会社 一心土木設計事務所 名護支

店

名護市農産物６次産業化支援拠点施設敷地造成設計委託業務

有現会社 道建

7,553 千円
名護市農産物６次産業化支援拠点施設（加工施設）磁気探査委託業務

株式会社 KS設計室

7,560 千円
名護市農産物７次産業化支援拠点施設（加工施設）工事監理委託業務

有限会社 大望エンジニアリング
名護市農産物６次産業化支援拠点施設外構整備工事現場技術委託業

務

宮本 一美

3,040 千円
名護市農産物７次産業化支援拠点施設（加工施設）技術補助委託業

務

一般財団法人 経済調査会 沖縄支部

358 千円
名護市農産物６次産業化支援拠点施設外構整備工事

（その２）資材単価調査業務

工事請負費

514,929 千円

有限会社 マル井建設

197,534 千円

名護市農産物６次産業化支援拠点施設（加工施設）建築

工事

株式会社 名護電水センター

有現会社 大翔電工 JV
77,341 千円

名護市農産物６次産業化支援拠点施設（加工施設）電
気設備工事

合資会社 ヤナギ電設工業

73,181 千円

名護市農産物６次産業化支援拠点施設（加工施設）機
械設備工事

株式会社 屋部土建

129,409 千円
名護市農産物６次産業化支援拠点施設外構整備工事

（その１）

合資会社 近代土木

37,464 千円
名護市農産物６次産業化支援拠点施設外構整備工事

（その２）

備品購入費

98,304 千円

ニッコー 株式会社

81,585 千円

農産物６次産業化支援拠点施設（６次産業化加工支援施設設備）（※

フードカッター、減圧式乾燥機、ショックフリーザ等 高度加工機器類）

朝日株式会社

8,004 千円
農産物６次産業化支援拠点施設（６次産業化加工支援施設設備その

２）（※ガステーブル、冷蔵庫、電子レンジ等 一般加工機器類）

宮里家具店
農産物６次産業化支援拠点施設（６次産業化加工支援施設設備その

３）（※テーブル、カウンター等 木製備品類）

沖縄県

740千円


